




Teaching Japanese Grammar in Junior High School 















The purpose of this paper is to consider how to teach Japanese grammar in junior high 
school. First I will reveal the reason why teachers often drill students in the knowledge of 
school grammar. Next I will verify the transition of theories of teaching Japanese grammar in 
postwar period. I propound the method of teaching Japanese grammar focused on studentʼs 
observation and discovery as an alternative to rote learning. This method enables learner-
centered learning activities, and deepens learnerʼs grammar knowledge, and develops learnerʼs 
metalinguistic abilities.
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（２）① 僕、走る。　　② 僕は、知る。　　③ 僕は汁。　　④ 僕、歯、知る。

























　　① When…「いつ」　② Where…「どこで」　③ Who…「だれ（何）が」






　　　だれが どうする　　　　だれが どうする　　　　　何が　どうする　　　　どのくらい  何が  どうする
最後に、教科書の解説を参照しながら、ここまでの学習を学校文法と結び付けて、「文の成
分」とはどのようなものか、次のように説明して学習のまとめとする。
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　斜線で区切られた一つひとつのまとまりは、それぞれ文を組み立てるまとまりで、「文の
成分」と呼ばれます。文の成分には、「だれが」を表す成分や「何を」を表す成分など5W1H
に含まれる要素と一致する成分と、「どうする」「どんなだ」「何だ」を表す成分がありま
す。私たちは普段無意識のうちに、文の成分に区切りながら文の内容を理解し、文の成分
を組み合わせながら文を作っています。自分の考えを正しく伝えたり、相手の言うことを
正しく理解するためには、文の成分を意識することが大切になってきますね。
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